
水
泳
教
室
の
申
込
受
付
を
開
始

し
ま
す

　
第
４
期
幼
児
・
小
学
生
・
大
人

水
泳
教
室
の
申
込
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
　
月
　
日
峨
～
　
月
　

10

28

12

21

日
蚊
（
全
８
回
）
／
申
込
受
付
　

　
月
５
日
蚊
～
　
日
蚊

10

19

※
詳
し
く
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
月
７
日
昇
か
ら
　
　
時
か
ら

10

11

の
 Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
 復
活
決
定
!

ズ
　
ン
　
バ

　
ラ
テ
ン
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽

し
み
な
が
ら
踊
り
、
大
量
の
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
。

　
火
曜
日
午
前
　
時
～
正
午
の
枠

11

が
復
活
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
!

▼
日
時
　
　
月
７
日
峨
か
ら
の
毎

10

週
火
曜
日
午
前
　
時
～
正
午
／
会

11

場
　
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

／
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）
／
参

20

加
費
　
８
０
０
円
（
１
回
）
／
持

ち
物
　
運
動
で
き
る
服
装
・
室
内

履
き
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
／
申
込
み

当
日
、
直
接
２
階
サ
ウ
ナ
受
付
へ

※
詳
し
く
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

 初
心
者
弓
道
教
室

　
弓
道
を
始
め
た
い
方
、
弓
道
を

再
開
し
た
い
方
な
ど
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
１
日
我
～
　
日
臥

10

25

の
毎
週
水
・
土
曜
日
（
全
７
回
）

午
後
７
時
～
９
時
／
会
場
　
弓
道

場
／
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方
（
中

学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）
／

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）
／
参
加

15

費
　
３
５
０
０
円
（
全
７
回
分
、
保

険
料
込
み
）
／
服
装
　
運
動
で
き

る
服
装
（
上
着
は
長
袖
で
ボ
タ
ン

の
な
い
も
の
）・
靴
下
ま
た
は
足
袋

／
申
込
み
　
９
月
　
日
峨
ま
で
に
、

23

「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
」

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
弓
道
場
へ
〒
２
０
５－

０
０

０
１
羽
村
市
小
作
台
４－

２－

８

胃
５
５
５－

９
２
５
５

 第
　
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

68
ご
協
力
を

　
　
月
１
日
我
か
ら
赤
い
羽
根
共

10
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
赤
い

68

羽
根
共
同
募
金
は
、
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
事

業
や
福
祉
施
設
・
団
体
の
支
援
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
　
　
月
１
日
我
～
　
日
画

10

31

活
動

燕
街
頭
募
金
　
　
月
１
日
我
・
２

10

日
牙
に
羽
村
駅
・
小
作
駅
で
行

い
ま
す
。

燕
各
戸
募
金
　
町
内
会
・
自
治
会

ご
と
に
各
戸
訪
問
を
行
い
ま
す
。

燕
そ
の
ほ
か
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
内
各
公
共
機
関
な
ど
の
窓
口

に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

脂
問
合
せ
　
 社
会
福
祉
協
議
会

 緯
５
５
４－

０
３
０
４

第
　
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

29
　
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
、
市
民
の
交
流
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
福
祉
団
体
の

活
動
紹
介
（
発
表
）
の
場
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
を
行
い
ま

す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
蚊
午
前
　
時

10

19

10

～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）
／
会

場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

内
容
　
模
擬
店
・
舞
台
発
表
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
小

物
販
売
な
ど
／
主
催
　
第
　
回
ふ

29

れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

／
主
管
　
羽
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
／
後
援
　
羽
村
市

脂
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

緯
５
５
４－

０
３
０
４

臨
時
職
員
募
集

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型
事

業
あ
お
ば

 看
護
師
 

▼
応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
／

勤
務
内
容
　
障
害
者
の
入
浴
介
助

お
よ
び
日
中
活
動
の
支
援
、
健
康

管
理
な
ど
／
賃
金
（
時
給
）　
１
５

９
０
円

 支
援
員
 

▼
応
募
資
格
　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方

／
勤
務
内
容
　
障
害
者
の
入
浴
介

助
お
よ
び
日
中
活
動
の
支
援
な
ど

／
賃
金
（
時
給
）　
１
０
０
０
円

 共
　
通
 

▼
募
集
人
員
　
各
１
人
／
勤
務
日

時
　
週
３
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
　
分
（
　
時
間
）
／
勤
務
場
所

30

6.5

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
／
雇
用
期
間
　

９
月
下
旬
～
平
成
　
年
３
月
　
日

27

31

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

脂
応
募
方
法
・
問
合
せ
　
９
月
　15

日
俄
～
　
日
牙
（
土
・
日
曜
日
、

25

祝
日
を
除
く
）
に
電
話
連
絡
の
上
、

「
履
歴
書
・
資
格
証
明
書
（
写
し
）」

を
郵
送
ま
た
は
直
接
羽
村
市
社
会

福
祉
協
議
会
障
害
者
支
援
課
相
談

支
援
係
へ
緯
５
５
４－

０
３
３
６

〒
２
０
５－

０
０
０
２
羽
村
市
栄

町
２－

　－

１

18

アラカルト情情報

広報はむ広報はむらら26.9.126.9.155迎迎

 ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ーー
 

緯緯
５
７
９

５
７
９
 

－－

３
２
１

３
２
１
００
　

施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
かかかかかかかかかか
らららららららららら

施
設
か
ら
      

社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか

社
会
福
祉
協
議
会
か
ららららららららららら
 

 弓
道
弓
道
場場
 

緯緯
５
５
５

５
５
５
 

－－

９
２
５

９
２
５
５５
　

広報はむら26.9.15鯨

講
演
会
「
地
域
の
中
で
の
障
害
に

応
じ
た
自
立
支
援
～
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
例
～
」

　
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
に
な
る
か
な

ど
に
つ
い
て
、「
親
亡
き
後
」
と
い

う
問
題
も
含
め
た
内
容
の
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
　
日
画
午
前
　
時

26

10

～
正
午
／
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
／
対
象
　
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
お
よ
び
支
援
機
関

関
係
者
／
定
員
　
　
人
程
度
（
先

50

着
順
）
／
講
師
　
藤
間
英
之
さ
ん

（
秋
川
流
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
Ｉ
型
事
業
あ
お
ば
へ
緯
５

５
５－

１
２
１
０

 「
お
客
様
の
怒
り
を
笑
顔
に
変
え

る
！
」ク
レ
ー
ム
対
策
セ
ミ
ナ
ー
 

　
ク
レ
ー
ム
対
策
方
法
だ
け
で
は

な
く
、
お
客
様
の
「
不
」
の
感
情

の
見
つ
け
方
、
感
動
を
呼
ぶ
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
ク
レ
ー
ム
を
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
方
法
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
９
月
　
日
我
午
後
２
時

24

～
４
時
／
会
場
　
産
業
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
i
ホ
ー
ル
／
対
象
　
市

内
事
業
者
／
定
員
　
　
人
（
先
着

50

順
）
／
参
加
費
　
無
料
／
講
師
　

谷
厚
志
さ
ん
（
ク
レ
ー
ム
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
商
工
会
へ

緯
５
５
５－

６
２
１
１
胃
５
５
５

－

６
２
１
０

※
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
場
合
は
、

商
工
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

食
品
衛
生
実
務
講
習
会

　
食
品
衛
生
に
関
す
る
最
新
情
報

お
よ
び
調
理
場
の
衛
生
管
理
に
つ

い
て
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
７
日
峨
午
後
２
時

10

～
３
時
／
会
場
　
産
業
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
i
ホ
ー
ル
／
対
象
　
市

内
事
業
者
／
定
員
　
　
人
程
度
（
先

50

着
順
）
／
参
加
費
　
無
料
／
持
ち

物
　
食
品
衛
生
責
任
者
手
帳
／
講

師
　
西
多
摩
保
健
所
食
品
衛
生
第

一
係
員

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
　
日
16

峨
午
前
８
時
　
分
か
ら
、
電
話
で

30

商
工
会
へ
緯
５
５
５－

６
２
１
１

 キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
に
洋
服
を
着

せ
て
飾
ろ
う

　
カ
ラ
ー
軍
手
で
作
っ
た
洋
服
を

キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
に
着
せ
て
飾
り

ま
す
。
高
さ
　
唖
の
キ
ュ
ー
ピ
ー

14

を
使
用
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
我
午
前
　
時

10

15

10

～
午
後
３
時
／
会
場
　
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
／
定
員
　
　
人
（
先

20

着
順
）
／
費
用
　
８
０
０
円
／
持

ち
物
　
毛
糸
針
・
縫
い
針
・
カ
ギ

針
（
持
っ
て
い
る
方
）・
弁
当

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
　
月
６
日

10

俄
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
緯
５
５

４－

５
１
３
１

 江
戸
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
技
と
テ
ク

ノ
の
融
合
展
２
０
１
４

　
東
京
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
へ
の
経
営
支
援

の
取
組
み
と
し
て
、
８
回
目
と
な

る
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。

　
新
技
術
・
新
商
品
の
情
報
収
集

の
場
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
　
月
２
日
牙
午
前
　
時

10

10

～
午
後
５
時
／
会
場
　
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
展
示
ホ
ー
ル
／
入
場

料
　
無
料

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容
　
①
２
８
７
の
企
業
・
団
体

に
よ
る
ブ
ー
ス
展
示
②
遠
藤
功
さ

ん
、
佐
々
木
常
夫
さ
ん
、
田
中
雅

子
さ
ん
ら
著
名
講
師
陣
に
よ
る
講

演
会
③
出
展
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

脂
問
合
せ
　
東
京
信
用
保
証
協
会

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
事
務
局
緯
０
３

－

３
２
７
２－

２
０
７
０

※
詳
し
く
は
、
東
京
信
用
保
証
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
　

９
月
　
日
晶
発
売
開
始

19

　
収
益
金
は
、
市
区
町
村
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
・
高

齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間
　
９
月
　
日
画
～
　

19

10

月
　
日
画
／
発
売
場
所
　
全
国
の

10
宝
く
じ
売
場
／
抽
選
日
　
　
月
　

10

17

日
画
／
賞
金
　
１
等
…
３
億
３
０

０
０
万
円
、
前
後
賞
…
各
３
０
０

０
万
円
、
２
等
…
１
０
０
０
万
円
、

３
等
…
１
０
０
万
円
、
４
等
…
５

万
円
ほ
か

脂
問
合
せ
　
公
益
財
団
法
人
東
京

都
区
市
町
村
振
興
協
会
緯
０
３－

５
２
１
０－

９
９
４
５

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を

実
現
し
よ
う「
求
職
者
支
援
制
度
」

　「
求
職
者
支
援
制
度
」
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
が
無

料
の
職
業
訓
練
受
講
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
多

数
の
訓
練
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅

職
業
相
談
第
二
部
門
緯
０
４
２
８

－

２
８－

８
８
０
８

 問合せは羽村市役所（緯555-1111）または各施設へ 

商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか
らららららららららら

商
工
会
か
ら
  

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
かかかかかかかかかか

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ららららららららららら

官官官官官官官官官官
公公公公公公公公公公
署署署署署署署署署署
なななななななななな
どどどどどどどどどど
かかかかかかかかかか

官
公
署
な
ど
か
ららららららららららら
 



秋
の
谷
戸
沢
処
分
場
自
然
観
察

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　
平
成
　
年
に
ご
み
の
埋
め
立
て

10

が
終
了
し
、
自
然
が
順
調
に
回
復

し
て
い
る
谷
戸
沢
処
分
場
の
様
子

を
見
学
し
ま
す
。
今
年
も
立
川
か

ら
出
発
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
と
自
家

用
車
で
直
接
来
場
し
て
い
た
だ
く

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

 立
川
発
の
バ
ス
ツ
ア
ー
 

▼
日
時
　
　
月
　
日
臥
午
前
９
時

11

15

　
分
集
合
～
午
後
３
時
　
分
解
散

30

30

（
予
定
）
／
行
き
先
　
谷
戸
沢
処
分

場
（
日
の
出
町
）
／
集
合
・
解
散

場
所
　
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
北
口
付
近
／

対
象
　
多
摩
地
域
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

定
員
　
　
人
（
応
募
多
数
の
場
合

50

は
抽
選
）
／
参
加
費
　
無
料
／
持

ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
（
水
筒
な

ど
）
／
申
込
み
　
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、　

月
　
日

10

29

我
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で
応
募

先
へ

 車
で
の
来
場
ツ
ア
ー
 

▼
日
時
　
　
月
２
日
牙
～
　
月
４

10

12

日
牙
の
火
・
木
曜
日
①
午
前
　
時
10

～
　
時
　
分
②
午
後
１
時
　
分
～

11

30

30

３
時

※
申
込
時
に
希
望
日
と
時
間
帯

（
①
か
②
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
多
摩
地
域
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

定
員
　
各
回
　
人
（
先
着
順
）
／

20

参
加
費
　
無
料
／
申
込
み
　
参
加

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
電
話

で
応
募
先
へ

※
詳
し
く
は
東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

脂
応
募
先
・
問
合
せ
 　
東
京
た
ま

広
域
資
源
循
環
組
合
「
見
学
会
係
」

〒
１
９
０－

０
１
８
１
西
多
摩
郡

日
の
出
町
大
字
大
久
野
７
６
４
２

緯
５
９
７－

６
１
５
２

法
テ
ラ
ス
巡
回
無
料
法
律
相
談

　
法
テ
ラ
ス
と
東
京
三
弁
護
士
会

多
摩
支
部
の
共
催
で
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
画
午
後
４
時

10

17

　
分
～
７
時
　
分
（
１
人
　
分
以

30

40

30

内
）
／
会
場
　
羽
村
市
役
所
１
階
市

民
相
談
室
／
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

10

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
　
日
我

17

か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
羽
村
市

広
報
広
聴
課
市
民
相
談
係
階
　
へ
199

遺
言
・
任
意
後
見
・
養
育
費
の
支

払
い
・
そ
の
ほ
か
重
要
な
契
約
は

公
正
証
書
で

　
　
月
１
日
我
～
７
日
峨
は
、
公

10
証
週
間
で
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
書
の

作
成
に
関
す
る
相
談
が
受
け
や
す

く
な
る
よ
う
、
特
設
で
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
通
常
時
も
無
料
で
す
が
、

相
談
内
容
に
よ
り
受
付
時
間
な

ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
１
日
我
～
３
日
画
・

10

６
日
俄
・
７
日
峨
午
後
１
時
～
４

時
／
会
場
　
立
川
公
証
役
場
（
立

川
市
柴
崎
町
３－

９－

　
エ
ル
フ

21

レ
ア
立
川
２
階
）

脂
申
込
み
・
問
合
せ
　
事
前
に
、
電

話
で
立
川
公
証
役
場
へ
緯
５
２
４

－

１
２
７
９

講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
～
あ
の

日
の
救
助
活
動
　
そ
し
て
今
」

　
東
日
本
大
震
災
当
時
、
相
馬
市

内
で
航
空
自
衛
隊
衛
生
班
に
所
属

し
、
被
災
し
な
が
ら
も
救
助
活
動

に
あ
た
り
、
そ
の
後
も
被
災
者
支

援
を
継
続
し
て
い
る
、
横
山
恵
久

子
さ
ん
を
お
招
き
し
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
今

年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
思

い
を
語
り
、
つ
な
げ
、
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
　
月
４
日
臥
午
前
　
時

10

10

～
正
午
／
定
員
　
１
８
０
人
（
先

着
順
）
／
会
場
　
羽
村
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
／

参
加
費
　
無
料
／
後
援
　
羽
村
市

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脂
問
合
せ
　
は
む
ら
復
興
サ
ポ
ー

ト
（
熊
谷
）
緯
５
５
５－

３
６
５
６

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　「
多
摩
部
　
都
市
計
画
　
都
市

19

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
に
係
る
都
市
計
画
の
案
」

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
　
条
17

の
規
定
に
基
づ
き
縦
覧
し
ま
す
。

　
な
お
、
関
係
市
町
在
住
の
方
お

よ
び
都
市
計
画
案
に
利
害
関
係
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
東
京

都
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
９
月
　
日
画
～
　

19

10

月
３
日
画
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
／
縦
覧
場
所
　
羽
村
市

役
所
２
階
都
市
計
画
課
、
東
京
都

都
市
整
備
局
都
市
計
画
課
（
都
庁

第
二
本
庁
舎
　
階
北
側
）、
ほ
か
関

21

係
市
町
都
市
計
画
担
当
部
署
／
都

市
計
画
の
種
類
　
多
摩
部
　
都
市

19

計
画
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
／
都
市
計

画
を
定
め
る
土
地
の
区
域
　
羽
村

市
（
ほ
か
　
市
町
の
全
域
）

27

脂
提
出
先
・
問
合
せ
　
東
京
都
都

市
整
備
局
都
市
計
画
課
〒
１
６
３

－

８
０
０
１
（
所
在
地
記
載
不
要
）

緯
０
３－

５
３
８
８－

３
２
２
５

／
羽
村
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係
階
　288
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広報はむ広報はむらら26.9.126.9.155劇劇広報はむら26.9.15戟

みんな 知 ってる？
し

ということ！

　 今  回 は、 動  物 を 飼 うときに 大  切 なこ
こん かい どう ぶつ か たい せつ

とを 紹  介 するよ ！みんなも、どうした
しょう かい

ら 動  物 
どう ぶつ

と 楽 しく 一  緒 に 暮 らせるか、
たの いっ しょ く

 考 えてみよう ！
かんが

 問 
とい

 合 せ　
あわ

 環  境  保  全  課 
かん きょう ほ ぜん か

 環  境  保  全 
かん きょう ほ ぜん

 係 
がかり

　 階 226
ないせん

　 皆 さんは、 動  物 は 好 きですか？
みな どう ぶつ す

 動  物 
どう ぶつ

を 飼 
か

いたいと 思 ったことはありますか？
おも

　 動  物 
どう ぶつ

と 一  緒 に 暮 らすことは 楽 しく、 私 た
いっ しょ く たの わたし

ちにたくさんの 思 い 出 を 作 ってくれます。
おも で つく

　しかし、 動  物 を
どう ぶつ

 飼 
か

う 前 に、 次 のことを
まえ つぎ

 考 
かんが

えてみてください。

興 犬 を 飼 っている 人 は
いぬ か ひと

　 犬 の 散  歩 をするときは、 次 のことを 守 り
いぬ さん ぽ つぎ まも

ましょう。

焔 犬 をきちんとリードでつなぎ、
いぬ

 犬 
いぬ

が 急 に
きゅう

　 動 き 出 しても 引 き 止 められるように、 大 
うご だ ひ と おと

　 人 と
な

 一  緒 
いっ しょ

に 散  歩 に 行 きましょう。
さん ぽ い

焔 犬 
いぬ

がオシッコをしたら 水 で 流 し、ふんを
みず なが

　したら 袋 に 入 れて 持 ち 帰 らなくてはなり
ふくろ い も かえ

　ません。そのため、 犬 
いぬ

　の 散  歩 に 行 くときは、
さん ぽ い

　ペットボトルなどに

　 入 れた 水 と、ビニール
い みず

　 袋 などを 持 っていき
ぶくろ も

　ましょう。

興 猫 を 飼 っている人は
ねこ か

焔 迷  子 になっても 飼 い 主 のもとに 帰 ってこ
まい ご か ぬし かえ

　られるように、 名  札 をつけましょう。
な ふだ

焔 猫 が 自  由 に 外 に 出 ると、 道  路 で
ねこ じ ゆう そと で どう ろ

　 車 にぶつかっ
くるま

たり、ほかの 人 の
ひと

　 家 の 庭 に 入 ったりしてしまう
いえ にわ はい

　かもしれません。 猫 はなるべ
ねこ

　く 家 の 中 で
いえ なか

 飼 いましょう。
か

 動  物 
どう ぶつ

を 飼 っている 人 は
か ひと

 考 えてみよう！
かんが

興ずっと 一  緒 に 暮 らせるかな？
いっ しょ く

　 動  物 を
どう ぶつ

 飼 
か

うことは、ゲームなどと 違 い、
ちが

「いったん 休 む」ということができません。
やす

　 動  物 
どう ぶつ

も、 私 たち 人  間 と 同 じ、 命 ある 生 き
わたし にん げん おな いのち い

 物 です。
もの

 動  物 を
どう ぶつ

 飼 
か

うときは、「ずっと 面  倒 
めん どう

を 見 られるかな」「 本  当 に
み ほん とう

 一  緒 に
いっ しょ

 暮 らしていけるかな」ということ
く

を、よく 考 えてみてください。
かんが

興 誰 もほめてくれないけれど
だれ

　たとえば 犬 などの
いぬ

 動  物 を
どう ぶつ

 飼 
か

うときは、 毎 
まい

 日  散  歩 に 連 れて 行 き、エサを 食 べさせ、だ
にち さん ぽ つ い た

めなことはだめだと 何  度 も 教 えなくてはな
なん ど おし

りません。

　 動  物 と
どう ぶつ

 一  緒 
いっ しょ

に 暮 らしていくには、 大  変 な
く たい へん

ことがたくさんあります。がんばっても 誰 
だれ

かがほめてくれるわけではありません。そ

れでも、 動  物 
どう ぶつ

はきっと、あなたの 大  切 な 友 
たい せつ とも

だちになり、たくさんの 楽 しい 思 い 出 をく
たの おも で

れるでしょう。「それでいいんだ」と 思 える
おも

 人 だけが、
ひと

 動  物 
どう ぶつ

を 飼 うことができます。
か

 動  物 を 飼 う 前 に
どう ぶつ か まえ

 物 
ぶつ

 動 
どう

を
 飼 

か

う

 命 を 終 えるその 時 まで
いのち お とき

　 飼 い 主 は、
か ぬし

 動  物 
どう ぶつ

の 性  格 や 行  動 をよく 理  解 
せい かく こう どう り かい

して、 大  切 にする 気  持 ちと、しっかり 面  倒 
たい せつ き も めん どう

を 見 るんだという 思 いを 持 っ
み おも も

て、その 動  物 
どう ぶつ

が 命 を 終 えるま
いのち お

できちんと 飼 いましょう。
か


